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（表紙）アワガタケスミレ　（折笠常弘氏撮影）

　

ヒ
ト
は
、
野
生
動
物
た
ち
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
自
然
生
態
系
に
適
応
し
て
そ

の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
自
分
に
都
合
の
良
い
よ
う
に
自
然
生
態

系
を
改
造
し
て
入
り
込
み
、
今
日
の
繁
栄
を
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
て
言

え
ば
、
入
社
試
験
に
合
格
し
て
社
員
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
会
社
を
自
分
に

都
合
の
よ
い
よ
う
に
改
造
し
て
入
り
込
み
、
威
張
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

そ
ん
な
会
社
が
果
た
し
て
存
続
で
き
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？
重
苦
し
い
環
境
問

題
に
そ
の
行
き
着
く
果
て
を
み
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
四
〇
億
年
の
発
達
史
を
持
っ
た
自
然
生
態
系
の
合
理
性
と
永
続

性
は
疑
う
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
は
、
自
然
生
態
系
に
則
し
て
改
造

し
た
部
分
を
補
強
修
正
し
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
自
然
に
対
す
る
確
か
な
識
見
を
培
う
こ
と
が
ま
ず
大
切
で
す
。

自
然
は
、
人
々
の
傷
つ
い
た
心
を
癒
し
、
深
く
大
き
く
し
て
く
れ
ま
す
。
自
然

に
遊
び
、
そ
し
て
自
然
に
学
ぶ
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
福
島
県
の
動
植
物
や
鉱
物
の
研
究
団
体
が
今
ま
で
に
集
め

た
標
本
や
知
見
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
展
示
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
郷

土
の
自
然
に
つ
い
て
改
め
て
学
び
、
考
え
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
う
つ
く
し
ま
自
然
展
実
行
委
員
会
委
員
長　

樫
村
利
道
）

■
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ワ
ッ
シ
」

　

絶
滅
が
心
配
さ
れ
、
保
護
が
叫
ば
れ
て
い
る
動
物
の
代
表
「
イ
ヌ
ワ
シ
」。

「
ワ
ッ
シ
」
は
イ
ヌ
ワ
シ
を
モ
デ
ル
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

ワ
ッ
シ
と
一
緒
に
展
示
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。	

（
古
川
裕
司
氏
制
作
）

■
展
示
構
成

プ
ロ
ロ
ー
グ　

自
然
生
態
系

　

四
〇
億
年
に
わ
た
る
自
然
生
態
系
の
発
達
と
、
人
類
が
誕
生
し
て
自
然
生
態

系
を
改
変
し
て
作
り
上
げ
た
人
工
生
態
系
に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

２．尾瀬ヶ原下田代　写真提供：樫村利道氏 １．オオシラビソ林　写真提供：樫村利道氏
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写真提供：矢内靖史氏
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１
．
ふ
く
し
ま
の
植
物

　

福
島
県
の
特
徴
的
な
植
生
と
そ
れ
を
決
定
づ
け
る
気
候
と
地
形
、
植
物
が
進
化

し
さ
ま
ざ
ま
な
種
を
生
み
出
す
過
程
な
ど
、
本
県
の
多
様
な
植
物
の
成
り
立
ち
を

展
示
し
ま
す
。ま
た
、現
在
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
希
少
植
物
を
示
し
ま
す
。

２
．
ふ
く
し
ま
の
動
物

　

哺
乳
類
、
両
生
類
・
爬
虫
類
、
鳥
類
、
淡
水
魚
、
昆
虫
な
ど
、
福
島
県
の
豊

か
な
動
物
相
と
希
少
動
物
に
つ
い
て
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
各
研
究
団
体
が
取

り
組
ん
で
い
る
保
護
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

３
．
冬
虫
夏
草

　

冬
虫
夏
草
と
は
、
主
に
昆
虫
か
ら
生
え
る
不
思
議
な
キ
ノ
コ
の
総
称
で
す
。

福
島
県
で
発
見
さ
れ
て
い
る
主
要
な
冬
虫
夏
草
を
お
見
せ
し
ま
す
。

４
．
地
域
の
自
然

　

福
島
県
で
特
徴
あ
る
自
然
を
残
し
て
い
る
地
域
の
う
ち
、
只
見
の
自
然
と
石

川
の
鉱
物
を
取
り
上
げ
て
展
示
し
ま
す
。

エ
ピ
ロ
ー
グ　

自
然
保
護

　

自
然
保
護
の
た
め
に
福
島
県
で
行
わ
れ
て
い
る
環
境
教
育
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

関連行事
１．昆虫にさわってみよう
　　日時　８月１日（土）午前10時～午後４時
　　会場　博物館エントランス前広場
　　内容　カブトムシなどの昆虫に触ることが

でき、昆虫標本の作り方を教わります。
また、淡水魚である生きたイトヨを観
察できます。

２．鶴ヶ城の自然を観察しよう
　　日時　８月１日（土）午前10時～12時
　　場所　会津若松市鶴ヶ城周辺
　　講師　福島大学共生システム理工学類
　　　　　　　　　准教授　黒沢高秀氏ほか
　　内容　鶴ヶ城の植物や野鳥、昆虫を観察し、

その種類や生態について学びます。
　　　　　申込必要（７月１日から募集開始）
３．うつくしま自然博士になろう
　　日時　８月１日（土）午前10時～午後４時
　　会場　企画展示室（要常設展チケット）
　　内容　展示についてのクイズに答えて、全

問正解者には「うつくしま自然博士」
の認定証を授与します。

４．展示解説会
　　日時　７月７日（火）午後１時30分
　　　　　８月１日（土）午後１時30分
　　会場　企画展示室（要常設展チケット）
　　講師　福島大学名誉教授　樫村利道氏ほか
　　　　　各参加団体代表のみなさん

６．ヒヌマイトトンボ　写真提供：齋藤忠雄氏 ５．メダカ　写真提供：会津若松市

４．イヌワシ　福島県立博物館蔵

参
加
団
体　

福
島
県
生
物
同
好
会
、
福
島
県
植
物
研
究
会
、
会
津
生
物
同
好
会
、
日
本

野
鳥
の
会
福
島
県
内
支
部
連
合
会
、
会
津
イ
ト
ヨ
研
究
会
、
福
島
虫
の
会
、
日
本
冬
虫
夏

草
の
会
、
只
見
の
自
然
に
学
ぶ
会
、
石
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
福
島
県
自
然
保
護
協
会

（
自
然
担
当　

竹
谷
陽
二
郞
）
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春
の
特
集
展
記
念

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

会
津
の
景
勝
・
兼
続
」

平
成
二
一
年
五
月
一
六
日
（
土
）

講
演
「
上
杉
謙
信
・
景
勝
と
直
江
兼
続
」

　
　
　
　
　

講
師　

新
潟
大
学
教
授　

矢
田
俊
文
さ
ん

報
告
①
「
直
江
兼
続
配
下
の
代
官
群
像
」

　
　
　
　
　

福
島
県
歴
史
資
料
館
主
任
学
芸
員　

渡
邉
智
裕

　
　

②
「
神
指
城
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

福
島
県
歴
史
資
料
館
主
幹　
　
　
　

本
間　

宏

　
　

③
「
会
津
藩
家
世
実
紀
に
み
る
上
杉
氏
」

　
　
　
　
　

福
島
県
立
博
物
館
学
芸
員　
　
　
　

阿
部
綾
子

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ド
ラ
マ
や
小
説
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
上
杉
景
勝
・
直
江
兼
続
と
会
津
と
の
歴
史
的
な
関
わ

り
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
て
い
た
だ
く
機

会
を
提
供
す
る
と
い
う
趣
旨
で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
の

特
集
展
「
直
江
兼
続
と
会
津
の
戦
国
武
将
」
に
合
わ
せ
、
財

団
法
人
福
島
県
文
化
振
興
事
業
団
と
の
共
催
事
業
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
上
杉
氏
研
究
に
造
詣
の
深
い
矢
田
俊
文
氏
を

お
招
き
し
て
、
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
尾
景
虎

（
上
杉
謙
信
）
が
越
後
で
活
躍
し
た
頃
か
ら
、
上
杉
景
勝
・

直
江
兼
続
が
会
津
へ
移
る
ま
で
を
、
時
間
の
経
過
に
沿
っ
て

紹
介
す
る
内
容
で
、
と
く
に
謙
信
や
景
勝
を
支
え
た
家
臣
た

ち
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
直
江
家
や
兼

続
が
、
上
杉
家
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
か
と
い
う
点
な
ど
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
根

拠
と
な
る
史
料
を
提
示
し
な
が
ら
、
上
杉
氏
の
歴
史
を
大
局

的
に
つ
か
む
こ
と
も
で
き
る
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
お
話

で
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
三
名
の
学
芸
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
素
材

（
資
料
）
を
用
い
て
、
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

渡
邉
報
告
は
、
会
津
・
米
沢
時
代
の
兼
続
と
上
杉
家
臣
・

代
官
の
動
向
を
、
残
さ
れ
た
古
文
書
か
ら
紹
介
す
る
も
の

で
、
領
内
の
村
や
町
の
有
力
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
指

示
・
命
令
が
出
さ
れ
た
の
か
が
、
具
体
的
に
わ
か
り
ま
し
た
。

　

本
間
報
告
は
、
景
勝
・
兼
続
が
会
津
の
地
に
築
城
を
企
て
、

未
完
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
神
指
城
の
発
掘
調
査
の
成
果
な
ど

を
詳
細
に
紹
介
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
築
城
の
意

図
・
ね
ら
い
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
も
の
で
し
た
。

　

阿
部
報
告
は
、
会
津
藩
が
編
纂
し
た
『
家
世
実
紀
』
に
現

わ
れ
る
上
杉
氏
関
係
記
事
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
上
杉
氏
旧

臣
で
後
に
会
津
藩
士
と
な
っ
た
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
上

杉
氏
改
易
の
危
機
を
保
科
正
之
が
救
っ
た
出
来
事
な
ど
が
詳

し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
の
後
に
、
三
報
告
の
内
容
の
確
認
と
、
矢
田
氏
か
ら

各
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
二
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
盛

況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
に
は
、
充
実
し
た
講
演
・
報
告
の
内
容
を
評
価

す
る
も
の
が
多
か
っ
た
反
面
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
内
容
を

も
っ
と
じ
っ
く
り
聞
き
た
か
っ
た
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
し

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
特
集
展
の
展
示
解
説
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
報
告
者
三
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
深
い
コ
ー

ナ
ー
の
解
説
を
担
当
し
た
た
め
、
通
常
と
は
ひ
と
味
ち
が
っ

た
も
の
に
な
り
、
こ
ち
ら
も
好
評
で
し
た
。

（
歴
史
担
当　

高
橋　

充
）

講演の様子

シンポジウムの様子

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
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Ｑ
：
手
塚
治
虫
は
何
か
会
津
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
漫
画
の
神
様
・
手
塚
治
虫
は
、
生
涯
に
一
五
万
ペ
ー
ジ

も
の
原
稿
を
か
き
、
徹
夜
続
き
の
毎
日
を
送
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
多
忙
を
極
め
る
生
活
の
中
、
手
塚
治
虫
は
会
津

若
松
市
を
三
回
訪
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
昭
和
三
四
年
四
月
、
三
〇
歳
の
時
。
専
属
ア
シ
ス

タ
ン
ト
二
名
を
伴
い
、
約
一
週
間
滞
在
し
ま
し
た
。
た
だ
し

こ
の
間
、
市
内
観
光
が
で
き
た
の
は
一
日
だ
け
。
途
中
か
ら

小
学
館
の
編
集
者
が
合
流
し
、
仕
事
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
は
こ
の
前
月
、
日
本
初
の
少
年
漫
画

週
刊
誌
『
少
年
サ
ン
デ
ー
』（
小
学
館
）・『
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』

（
講
談
社
）
が
創
刊
さ
れ
、
日
本
中
の
少
年
た
ち
を
熱
狂
さ

せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
少
年
漫
画
雑
誌
と
い
え
ば
月
刊

が
あ
た
り
ま
え
。
こ
の
変
化
は
売
れ
っ
子
漫
画
家
た
ち
の
仕

事
量
を
倍
増
さ
せ
ま
す
。
当
然
手
塚
治
虫
も
こ
の
渦
中
に
あ

り
、
手
塚
治
虫
の
作
品
「
ス
リ
ル
博
士
」
は
『
少
年
サ
ン

デ
ー
』
の
巻
頭
を
カ
ラ
ー
で
飾
っ
て
い
ま
し
た
。
旅
行
中
に

東
山
温
泉
の
旅
館
で
書
き
上
げ
た
作
品
は
そ
の
第
４
話
「
博

士
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
で
、
会
津
若
松
市
が
舞
台
で
す
。
会
津

若
松
駅
・
鶴
ヶ
城
・
東
山
温
泉
・
飯
盛
山
・
背
あ
ぶ
り
山
の

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
な
ど
市
内
随
所
が
描
か
れ
、
会
津
弁
も
登
場

し
ま
す
（「
あ
ん
つ
あ
ま　

え
ー
ず
わ
か
ま
つ
の　

す
ー
て

ん
さ　

つ
く
か
ら
し
」。
意
味
は
考
え
て
み
て
下
さ
い

ね
！
）。

　

手
塚
治
虫
は
何
故
、
会
津
旅
行
を
計
画
し
た
の
で
し
ょ

う
。
実
は
、
同
行
し
た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
笹
川
ひ
ろ
し
・
平

田
昭
吾
の
両
氏
が
会
津
若
松
市
の
出
身
で
、
そ
の
縁
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
両
氏
は
漫
画
家
を
目
指
し
た
集

ま
り
で
あ
る
「
会
津
漫
画
研
究
会
」
の
出
身
で
、
会
長
の
白

井
義
夫
氏
は
手
塚
治
虫
の
滞
在
を
心
を
こ
め
て
世
話
し
、
以

後
、
手
塚
治
虫
と
親
し
く
交
流
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
笹
川

ひ
ろ
し
氏
は
、
の
ち
に
竜
の
子
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
設
立
に

参
加
し
、「
タ
イ
ム
ボ
カ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
数
多
く
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
手
が
け
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
塚
治
虫
の
二
回
目
の
会
津
訪
問
は
、
昭
和
四
七
年
、
漫

画
家
の
親
睦
団
体
「
漫
画
集
団
」
の
一
員
と
し
て
で
す
。「
漫

画
集
団
」
は
定
期
的
に
各
地
の
祭
り
に
参
加
す
る
企
画
を
立

て
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
は
手
塚
治
虫
の
発
案
で
白
井
義

夫
氏
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
し
実
現
し
た
と
い
い
ま

す
。「
漫
画
集
団
」
は
会
津
白
虎
ま
つ
り
に
参
加
し
、
神
明

通
り
商
店
街
で
は
漫
画
教
室
も
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

漫
画
家
は
、
笹
川
ひ
ろ
し
氏
を
は
じ
め
、
馬
場
の
ぼ
る
・
小

島
功
・
や
な
せ
た
か
し
ら
、
総
勢
二
四
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

三
回
目
は
昭
和
五
〇
年
、
家
族
旅
行
で
の
訪
問
で
す
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
旅
行
先
と
し
て
も
、
手
塚
治
虫
は
会
津
の
地

を
選
ん
だ
の
で
し
た
。

　

手
塚
治
虫
は
平
成
元
年
に
六
〇
歳
と
い
う
短
い
生
涯
を
終

え
ま
し
た
が
、
そ
の
生
涯
の
中
で
三
回
も
会
津
を
訪
れ
て
い

る
の
は
、「
会
津
漫
画
研
究
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
会
津
の

皆
さ
ん
と
の
出
会
い
が
印
象
深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
た
か
ら

で
し
ょ
う
。

参
考
文
献
『
私
た
ち
の
手
塚
治
虫
と
会
津
』

（
福
島
ま
ん
が
集
団
〝
青
い
鳥
〟
発
行
）

◦
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　
　

A
ction for K

ID
S　

親
子
で
楽
し
む
野
外
映
画
会

「
火
の
鳥
～
ヤ
マ
ト
編
～
」

◦
日
時

　
　

平
成
21
年
８
月
15
日（
土
）
19
時
00
分
～
20
時
00
分

◦
内
容

　
　

漫
画
の
神
様
・
手
塚
治
虫
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た

『
火
の
鳥
』。
各
編
は
壮
大
な
構
想
の
も
と
に
連
結
し
、
そ

の
深
い
ス
ト
ー
リ
ー
性
は
多
く
の
人
に
影
響
を
与
え
続
け

て
い
ま
す
。
今
回
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
、
古
墳
時
代
の
日

本
を
舞
台
に
、
神
話
を
下
敷
き
と
し
て
展
開
す
る
「
ヤ
マ

ト
編
」
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
た
作
品
で
す
。
ひ
と
夏

の
思
い
出
づ
く
り
に
、ど
う
ぞ
ご
家
族
で
お
越
し
下
さ
い
。

火
の
鳥　

ヤ
マ
ト
編（
Ｃ
）１
９
８
７　

手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
／
角
川
映
画
・
東
北
新
社

手
塚
治
虫
と

会
津

Q
&
A

回
答
者

歴
史
担
当

阿
部
綾
子



　

弥
生
時
代
の
石
器
に
つ
い
て

大
竹　

正
浩　
考
古
担
当

　

七
月
よ
り
常
設
の
部
門
展
示
室
で
テ
ー
マ
展
「
収
蔵
・
寄

託
県
指
定
考
古
資
料
展
」
を
行
い
ま
す
。
博
物
館
に
収
蔵
や

寄
託
さ
れ
た
資
料
の
中
で
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
年
度
新
し
く
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
「
相
馬
双
葉
地
方
の
弥
生
時
代
石
器
」
に
つ
い
て
ふ
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

南
相
馬
市
（
旧
原
町
市
）
の
故
竹
島
國
基
氏
が
、
五
〇
年

に
わ
た
っ
て
収
集
・
採
集
し
た
土
器
や
石
器
類
は
約
一
三
、

〇
〇
〇
点
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、
現
在
県
立
博

物
館
と
南
相
馬
市
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
贈
さ

れ
た
資
料
に
は
、
竹
島
氏
が
採
集
し
た
場
所
や
採
集
日
が
書

き
込
ま
れ
て
お
り
、
対
応
す
る
形
で
ノ
ー
ト
に
も
克
明
に
記

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
資
料
的
価
値
が
高
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
石
庖
丁
や
太
型
蛤
刃

石
斧
と
い
っ
た
石
器
類
三
三
三
点
が
指
定
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

豊
富
な
量
と
と
も
に
、
完
形
品
も
多
い
こ
と
か
ら
東
日
本

で
も
非
常
に
優
れ
た
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
品
の
中
心
と
な
る
の
は
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
の
天
神

沢
遺
跡
と
南
相
馬
市
原
町
区
の
桜
井
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た

大
陸
系
磨
製
石
器
類
で
す
。

　

大
陸
系
磨
製
石
器
は
、
水
稲
耕
作
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
弥

生
時
代
に
朝
鮮
半
島
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
石
器
を
指

し
て
い
ま
す
。
種
類
と
し
て
は
、
収
穫
用
の
農
具
で
あ
る
石

庖
丁
、
伐
採
用
の
工
具
で
あ
る
太
型
蛤
刃
石
斧
、
加
工
用
の

工
具
で
あ
る
扁
平
片
刃
石
斧
や
ノ
ミ
形
石
斧
が
あ
り
ま
す
。

　

石
器
類
の
時
期
は
、
一
緒
に
採
集
さ
れ
た
土
器
か
ら
弥
生

時
代
中
期
後
半
（
約
二
千
年
前
）
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
の
土
器
は
、
細
い
竹
状
の
工
具
を
タ
テ
に
半
分
に

割
り
、
そ
の
断
面
を
用
い
て
二
本
同
時
に
線
を
引
い
て
渦
巻

き
な
ど
の
文
様
を
描
い
た
「
桜
井
式
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。

　

天
神
沢
遺
跡
か
ら
は
、
石
庖
丁
の
未
製
品
が
数
多
く
見
つ

か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
観
察
す
る
と
石
材
か
ら
薄
く
扁
平

な
剥
片
を
と
り
、
細
か
い
調
整
を
加
え
、
研
磨
し
た
後
に
穿

孔
し
て
い
た
な
ど
の
製
作
工
程
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
天
神
沢
遺
跡
が
石
庖
丁
の
製
作
の
場
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

石
庖
丁
の
多
く
は
、
薄
く
剥
が
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
を

持
つ
粘
板
岩
を
用
い
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
石
材
は

地
元
を
流
れ
る
真
野
川
や
新
田
川
上
流
の
阿
武
隈
山
系
か
ら

供
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

石
庖
丁
の
形
状
は
、
石
庖
丁
を
持
つ
部
分
が
直
線
的
で
稲

穂
を
そ
ぎ
取
る
刃
の
部
分
が
湾
曲
す
る
タ
イ
プ
（
写
真
上
）

と
、
持
つ
部
分
と
刃
の
部
分
の
ど
ち
ら
も
湾
曲
す
る
紡
錘
形

の
タ
イ
プ
（
写
真
下
）
の
二
種
類
が
主
と
な
り
ま
す
が
、
浪

江
町
の
上
ノ
原
遺
跡
の
石
庖
丁
の
よ
う
に
、
持
つ
部
分
が
湾

曲
し
刃
の
部
分
が
直
線
的
に
な
る
タ
イ
プ
も
全
体
の
資
料
の

中
か
ら
数
点
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
相
馬
市
塚
部
の
新
城
山
遺
跡
の
石
庖
丁
は
、
他

と
比
べ
て
二
個
の
紐
通
し
穴
の
距
離
間
が
大
き
い
と
い
っ
た

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
馬
市
南
小
泉
の
曲
田
か

ら
採
集
さ
れ
た
石
庖
丁
の
未
製
品
は
、
唯
一
砂
岩
で
つ
く
ら

れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

石
庖
丁
以
外
の
石
器
で
は
、
有
角
石
斧
と
い
う
弥
生
時
代

の
後
半
に
関
東
か
ら
東
北
地
方
南
部
か
け
て
み
ら
れ
る
角
状

の
突
起
を
持
つ
珍
し
い
形
を
し
た
石
器
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

石
器
は
、
青
銅
器
を
模
し
た
祭
祀
的
な
道
具
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
石
鏃
の
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
ア
メ
リ
カ
式
石
鏃

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
矢
に
装
着
す
る
部
分
が
大
き
く
抉
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
ネ
ィ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
が
使
用
し

て
い
た
鏃
と
同
じ
形
状
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
石
鏃
は
、
桜
井
式
土
器
の
時
期
よ
り
も
新
し

い
時
期
（
天
王
山
式
期
）
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る
例
が
多
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

弥
生
時
代
の
石
器
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
写
真

や
図
録
で
み
る
石
器
よ
り
も
、
実
際
に
実
物
を
み
て
い
た
だ

い
た
ほ
う
が
、
弥
生
時
代
の
人
々
の
石
器
製
作
技
術
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

南相馬市桜井遺跡出土石庖丁

研
究
ノ
ー
ト

�



�

アクション
№ 期　日 種　別 名　　　称 内　　　容 参加方法

１
７月４日㈯

～
８月23日㈰

テーマ展示 けんぱく版課外授業
－見る教科書－

博物館のさまざまな分野の収蔵資料を中心に構成し
た見る教科書。夏休みの宿題や自由研究のヒントが
見つかるかも。

展示観覧型

２
７月７日㈫

～

９月４日㈮
夏の特集展 第２回うつくしま自然展

－貴重なふくしまの自然を守る－

福島県の動植物の研究団体が集めた、昆虫・野鳥・
魚・草花・鉱物などの実物や写真を展示。福島県の
多様で貴重な生き物やその生息環境を紹介します。

展示観覧型

３
８月15日㈯

～

９月23日㈷

Action	for	
KIDS
特集展

会津とマンガ文化
～アニメ監督・笹川ひろしの原点～

人気アニメ「ヤッターマン」の監督といえば会津若
松市出身の笹川ひろしさん。笹川さんを中心に、会
津とマンガ文化の知られざる深い関係を紹介します。

展示観覧型

４ ７月18日㈯
13：30～15：30

ミュージアム
イベント けんぱく大茶会

茶の湯文化を楽しく体験できる４つのブースが登場。
お茶を点てたり、飲んだり、日本ならではの礼儀作
法をやさしく教えてもらったり。裏千家会津支部と
の共催です。

自由参加型

５ ７月19日㈰
13：30～15：00 実演 昔語り　for	KIDS	Action1 “語り部”山田登志美さんの実演。子供たちを対象

にした楽しい「昔語り」です。 自由参加型

６
７月23日㈭
７月24日㈮
10：00～16：00

KIDS
プログラム

夏休み宿題相談会
（歴史・美術・考古・民俗・自然）

歴史・美術・考古・民俗・自然の各分野の学芸員が
エントランスに相談コーナーを設けて、子どもたち
の夏休みの宿題相談に応じます。

自由参加型

７ ７月30日㈭
10：00～16：00

KIDS
プログラム １日まるごと博物館

「バックヤードツアー」・「勾玉作り」・「火おこし体験」
など、さまざまな体験活動に参加しながら、一日を
館内で過ごす小中学生限定のイベントです。

募集型

８ ８月１日㈯
10：00～16：00

ミュージアム
イベント 昆虫にさわってみよう

「第２回うつくしま自然展」関連行事。
福島虫の会会員の指導による、昆虫の見方や昆虫の
標本作製を体験。生きた魚に触れるコーナーもあり
ます。

自由参加型

９ ８月２日㈰
13：30～15：00 実演 昔語り　for	KIDS	Actin2 “語り部”横山幸子さんの実演。子供たちを対象に

した楽しい「昔語り」です。 自由参加型

10
８月５日㈬

～

８月７日㈮
10：00～16：00

考古学講座 高校生のための考古学集中講座
発掘体験・遺跡見学・体験学習

３日間連続の講座。遺跡見学・発掘調査体験のほか、
火おこし、玉作りなどの体験学習を通して、考古学
の基礎が学べます。

募集型

11 ８月８日㈯
17：30～18：30

KIDS
イベント ナイトミュージアム

真っ暗な夜の常設展示室を懐中電灯を持って探検し
ます。闇に浮かび上がる「フタバスズキリュウ」、「縄
文の竪穴住居」、「木炭バス」は迫力満点です。

募集型

12 ８月９日㈰
13：30～15：00 美術講座 親子で楽しむ展示室講座１

さわる触れる博物館

テーマ展示「けんぱく版課外授業」関連講座。
美術資料・民俗資料等幅広い収蔵資料の材質・質量
などを実際に体験できます。ワークシート形式で学
習します。

自由参加型

13 ８月15日㈯
19：00～20：00

ミュージアム
イベント

親子で楽しむ野外映画会
火の鳥～ヤマト編～

漫画家手塚治虫のライフワーク『火の鳥』。映画化
されたシリーズのうち、古墳時代の日本を舞台に、
神話を下敷きとして展開する「ヤマト編」を上映し
ます。

自由参加型

14 ８月16日㈰
13：30～15：00 美術講座 親子で楽しむ展示室講座２

けんぱくポイント日本史
テーマ展示「けんぱく版課外授業」関連講座。
開催中のテーマ展示「「けんぱく版課外授業－見る
教科書－」の解説を親子向けに展開します。

自由参加型

15 ８月22日㈯
13：30～15：00

KIDS
プログラム

科学おねえさんの
みんなの実験教室

喜多方市出身の科学おねえさん福島郁子さんの科学
パフォーマンス教室。空気砲やストロー笛の実験な
どを小学生向けにエントランスホールで行います。

自由参加型

16 ８月23日㈰
13：30～15：00 美術講座 親子で楽しむ展示室講座３

教えて達人
テーマ展示「けんぱく版課外授業」関連講座。
刀剣・会津漆器の専門家が展示中のテーマ展示資料
を見ながら達人ならではの見方を教えてくれます。

自由参加型

17 ８月30日㈰
10：00～14：00

会津若松市
幼稚園協会
共催事業

かえっこバザール＠あいづ
不要となったおもちゃを持ち寄って交換したり、ポ
イントを貯めて自分の欲しいおもちゃをゲットするイ
ベント。誰でも参加できる、お金のいらない子供た
ちの遊び場です。

自由参加型

Action for KIDS　プログラム

2009年・夏、けんぱくの合い言葉は　…「Action for“KIDS”」（子供たちのために…）

　福島県立博物館では、夏休みに子ども向けの企画を展開してきましたが、平成21年度の夏は、特に
子どものための事業を盛りだくさんに展開します。小学生や中学生の皆さんが、楽しく、遊んで学べ
るプログラムが満載です。
　期間は、７月４日（土）から９月４日（金）までです。
　各プログラムの詳細は、ホームページや博物館ニュース等でご確認ください。夏休みは、けんぱく
へ行こう !!

トピックス



　
「
第
２
回
う
つ
く
し
ま
自
然
展

―

貴
重
な
ふ
く
し
ま
の
自
然
を
守
る―

」A
ction for K

ID
S

　

会
期　

７
月
７
日（
火
）～
９
月
４
日（
金
）

◎
特
集
展
関
連
行
事

○
展
示
解
説
会

　
「
第
２
回
う
つ
く
し
ま
自
然
展

―

貴
重
な
ふ
く
し
ま
の
自
然
を
守
る―

」

　

講
師　

福
島
大
学
名
誉
教
授　

樫
村
利
道
さ
ん
ほ
か

　

日
時　

７
月
７
日（
火
）・
８
月
１
日（
土
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
「
会
津
と
マ
ン
ガ
文
化―

ア
ニ
メ
監
督
・
笹
川
ひ
ろ
し
の
原
点―

」

　

会
期　

８
月
15
日（
土
）～
９
月
23
日（
祝
）　

　
「
け
ん
ぱ
く
版
課
外
授
業―

見
る
教
科
書―

」A
ction for K

ID
S

　

会
期　

７
月
４
日（
土
）～
８
月
23
日（
日
）

　
「
明
治
21
年
の
磐
梯
山
噴
火
に
よ
る
地
形
変
化
」

　

会
期　

７
月
14
日（
火
）～
12
月
27
日（
日
）

　
「
収
蔵
・
寄
託　

県
指
定
考
古
資
料
展
」

　

会
期　

７
月
22
日（
水
）～
平
成
22
年
４
月
４
日（
日
）

　
「
照
姫
と
敏
姫―

新
収
史
料
で
よ
み
と
く
幕
末
会
津
藩
の
裏
側―

」

　

会
期　

８
月
29
日（
土
）～
10
月
４
日（
日
）

　
「
ふ
く
し
ま
最
古
の
化
石

―

太
古
の
森
林
を
作
っ
た
鱗
木
レ
プ
ト
フ
レ
ウ
ム―

」

　

会
期　

７
月
14
日（
火
）～
８
月
25
日（
火
）

　
「
日
本
最
古
の
ア
リ
化
石

―

コ
ハ
ク
に
封
じ
込
ま
れ
た
白
亜
紀
の
ハ
リ
ア
リ
化
石―

」

　

会
期　

７
月
14
日（
火
）～
８
月
25
日（
火
）

　
「
謎
の
海
獣
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア

―

１
５
０
０
万
年
前
の
海
獣
の
頭
骨
常
設
展
で
初
公
開―

」

　

会
期　

７
月
14
日（
火
）～
８
月
25
日（
火
）

　
「
ゾ
ウ
の
い
た
ふ
く
し
ま

―

氷
河
時
代
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
実
物
臼
歯
初
公
開―

」

　

会
期　

７
月
14
日（
火
）～
８
月
25
日（
火
）

　
「
戦
時
下
の
資
料―

風
船
爆
弾―

」

　

会
期　

７
月
16
日（
木
）～
８
月
21
日（
金
）

　
「
会
津
慧
日
寺
の
宝
物
」

　

会
期　

７
月
16
日（
木
）～
８
月
21
日（
金
）

　
「
玉
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

　

会
期　

７
月
22
日（
水
）～
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

　
「
古
代
の
鉄
生
産
」

　

会
期　

９
月
15
日（
火
）～
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

　
「
保
存
処
理
完
了
！
勿
来
金
冠
塚
古
墳
の
古
墳
時
代
冑
」

　

会
期　

４
月
21
日（
火
）～
９
月
23
日（
水
）

　
「
中
尊
寺
経
（
秀
衡
経
）」

　

会
期　

９
月
26
日（
土
）～
11
月
23
日（
月
）

　
「
け
ん
ぱ
く
大
茶
会
」A

ction for K
ID

S

　

講
師　

裏
千
家
会
津
支
部
の
皆
さ
ん
ほ
か

　

日
時　

７
月
18
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
「
鶴
ヶ
城
の
自
然
を
観
察
し
よ
う
」

　

講
師　

福
島
大
学
准
教
授　

黒
沢
高
秀
さ
ん
ほ
か

　

日
時　

８
月
１
日（
土
）10
時
～
12
時

　

場
所　

鶴
ヶ
城　

定
員　

30
名

　
「
昆
虫
に
さ
わ
っ
て
み
よ
う
」A

ction for K
ID

S

　

講
師　

福
島
虫
の
会
会
員
ほ
か

　

日
時　

８
月
１
日（
土
）10
時
～
16
時

　
「
親
子
で
楽
し
む
野
外
映
画
会

『
火
の
鳥―

ヤ
マ
ト
編―

』」A
ction for K

ID
S

　

日
時　

８
月
15
日（
土
）19
時
～
20
時
30
分

　

第
４
回
「『
会
津
農
書
』
と
飢
饉
の
心
構
え

―

会
津
の
農
業
へ
の
心
構
え―

」

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

７
月
２
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

　

第
５
回
「『
会
津
農
書
』
の
野
菜
た
ち―

会
津
の
伝
統
野
菜―

」

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

８
月
６
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

第
６
回
「『
会
津
農
書
』
と
絵
農
書

―

描
か
れ
た
会
津
の
農
業
と
民
俗―

」

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

９
月
３
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

○
文
化
庁
支
援
事
業

　

対
談
・
公
演
「
け
ん
ぱ
く
で
見
直
す
カ
ラ
ダ
」

―

平
山
素
子
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス―

　

講
師　

福
島
大
学
教
授　

渡
邊
晃
一
さ
ん　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

ダ
ン
サ
ー　

平
山
素
子
さ
ん
・
中
川　

賢
さ
ん

　

日
時　

７
月
５
日（
日
）13
時
～
16
時
30
分

○
文
化
庁
支
援
事
業

　
〈
漆
の
く
に
・
会
津
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※
「
私
の
漆
を
育
て
よ
う
１
」

　

講
師　

漆
掻
き
職
人　

谷
口　

吏
さ
ん

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
る
な
か
漆
部
会
の
皆
さ
ん

　

日
時　

８
月
１
日（
土
）10
時
30
分
～
15
時
30
分

　

場
所　

野
外

○
歴
史
講
座

　

古
文
書
か
ら
さ
ぐ
る
直
江
兼
続
の
時
代
③

　
「
若
松
の
商
人
が
み
た
会
津
の
武
将
た
ち
」

　

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充

　

日
時　

７
月
11
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　

古
文
書
か
ら
さ
ぐ
る
直
江
兼
続
の
時
代
④

　
「
関
ヶ
原
合
戦
の
情
報
は
、
い
つ
伝
わ
っ
た
か
」

　

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充

　

日
時　

８
月
８
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　
「
照
姫
と
敏
姫―

新
収
史
料
で
よ
み
と
く
幕
末
会
津
藩
の
裏
側―

」

　

講
師　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

　

日
時　

９
月
12
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

○
美
術
講
座

※
麟
閣
講
座
「
麟
閣
で
見
る
会
津
の
美
」

　

講
師　

学
芸
員　

笹
川
英
俊　

川
延
安
直　

小
林
め
ぐ
み　

　

日
時　

７
月
11
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　

場
所　

若
松
城
跡　

茶
室
麟
閣

　

親
子
で
楽
し
む
展
示
室
講
座
１

「
さ
わ
る
触
れ
る
博
物
館
」A

ction for K
ID

S

　
　

　

講
師　

学
芸
員　

小
林
め
ぐ
み　

川
延
安
直　

笹
川
英
俊

　

日
時　

８
月
９
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　

親
子
で
楽
し
む
展
示
室
講
座
２

「
け
ん
ぱ
く
ポ
イ
ン
ト
日
本
史
」A

ction for K
ID

S

　

講
師　

学
芸
員　

笹
川
英
俊

　

日
時　

８
月
16
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　

親
子
で
楽
し
む
展
示
室
講
座
３

「
教
え
て
達
人
」A

ction for K
ID

S

　
　
　
　
　
　

　

講
師　

会
津
若
松
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　

渡
邉　

明
さ
ん

　
　
　
　

会
津
若
松
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

小
林　

等
さ
ん

　

日
時　

８
月
23
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

○
考
古
学
講
座

※
「
土
器
作
り
」

　

講
師　

学
芸
員　

大
竹
正
浩

　

日
時　

７
月
25
日（
土
）10
時
～
15
時

　
　
　
　

７
月
26
日（
日
）10
時
～
15
時

※
「
高
校
生
の
た
め
の
考
古
学
集
中
講
座　

発
掘
体
験
」

A
ction for K

ID
S

　

講
師　

学
芸
員　

田
中　

敏
ほ
か

　

日
時　

８
月
５
日（
水
）10
時
～
16
時

※
「
高
校
生
の
た
め
の
考
古
学
集
中
講
座　

遺
跡
見
学
」

A
ction for K

ID
S

　

講
師　

学
芸
員　

横
須
賀
倫
達
ほ
か

　

日
時　

８
月
６
日（
木
）10
時
～
16
時

※
「
高
校
生
の
た
め
の
考
古
学
集
中
講
座　

体
験
学
習
」

A
ction for K

ID
S

　

講
師　

学
芸
員　

大
竹
正
浩
ほ
か

　

日
時　

８
月
７
日（
金
）10
時
～
16
時

※
「
土
器
焼
き
」

　

講
師　

学
芸
員　

大
竹
正
浩

　

日
時　

９
月
27
日（
日
）10
時
～
15
時

○
自
然
史
講
座

※
「
化
石
を
さ
が
そ
う
」（
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
と
共
催
）

　

講
師　

学
芸
員　

相
田　

優

　

日
時　

９
月
26
日（
土
）詳
細
未
定

　

場
所　

い
わ
き
市
内

※
「
化
石
標
本
を
つ
く
ろ
う
」（
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
と
共
催
）

　

講
師　

学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郞

　

日
時　

９
月
27
日（
日
）詳
細
未
定

　

場
所　

い
わ
き
市
石
炭
化
石
館

　
「
昔
語
りfor K

ID
S

」A
ction1

　

講
師　

語
り
部　

山
田
登
志
美
さ
ん

　

日
時　

７
月
19
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
「
昔
語
りfor K

ID
S

」A
ction2

　

講
師　

語
り
部　

横
山
幸
子
さ
ん

　

日
時　

８
月
２
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
「
機
織
り
」

　

講
師　

染
織
工
芸
家　

山
根
正
平
さ
ん

　

日
時　

９
月
13
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
「
福
島
県
立
博
物
館
研
修
講
座
」

　

講
師　

学
芸
員

　

日
時　

８
月
20
日（
木
）９
時
30
分
～
16
時

　

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
総
合
展
示
の
案
内
で
す
。

　

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
11
時
と
14
時
か
ら
30
分
ほ
ど
行
い
ま
す
。

　

８
月
21
日（
金
）県
民
の
日

　

７
月　

６
日（
月
）・
13
日（
月
）・
21
日（
火
）・
27
日（
月
）

　

８
月　

３
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・
24
日（
月
）・
31
日（
月
）

　

９
月　

７
日（
月
）・
14
日（
月
）・
24
日（
木
）・
28
日（
月
）

特
集
展

	

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

テ
ー
マ
展

	

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ポ
イ
ン
ト
展

	

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

木
曜
の
広
場　
『
会
津
農
書
』
の
世
界

	

場
所　

講
堂

講
演
・
講
座 

※
は
要
申
込

実
演

	

場
所　

体
験
学
習
室

指
導
者
向
け
研
修
講
座	

場
所　

実
習
室

	

要
申
込

や
さ
し
い
展
示
解
説

常
設
展
無
料
開
放
日

７
月
か
ら
９
月
の
休
館
日

K
ID

S

プ
ロ
グ
ラ
ム

	

７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集
を
開
始
し

ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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